
 

 

 

 

 

自我作古：自らの道を自らの力で切り拓き、新しい歴史を作り上げていく  

学校教育目標  ： やさしく、かしこく、たくましく 力一杯生きぬく児童の育成  ～南っ子はやかたの子～  

ご声援ありがとうございました 

暑かった日々から秋を感じるなかで、冬の足音も近づいてきているように感じます。朝の登校時の子

どもたちは、やや冷たい空気に少し肩をすくめながらも、元気に登校しています。 

さて、先日の運動会では、暑さが残る一日でしたが、早朝より保護者の皆様や地域の方々に参観、

ご声援いただき、開催することができたことを大変うれしく思っています。  

運動会が近づくにつれ、各学年の子どもたちからは、緊張の高まりが集団としての機能の高まりに

つながっていくのが感じられ、運動会当日には、一人ひとりが自分の力を精一杯発揮し、仲間とともに

達成感を味わう姿が見られました。こうした経験から、自分と集団（学年や学級）のつながりを感じ、互

いを認め合う温かな雰囲気を育んでくれたように思います。行事

には、子どもたちの心を動かし、成長を促す力があります。我々教

員は、子どもたちが運動会で得た成就感や自信、協力の大切さ

を、これからの学びや生活にしっかりとつなげられるようにし、そし

て、次の行事の波をつくり、その波にうまく乗せ、成長の機会をつ

なげていくことが重要な役割だと思っています。運動会が終わり、

各学年・学級では次の波についての話を進めています。 

 

運動会に向けての学習を見ていると、日によっては見学している子、集団になじめない子が数名いる

ことが気になっていました。集団へのかかわりが苦手な児童にとっては、輪の中に入ることだけでなく、

目的達成のための同調圧力が強くかかる学習は大変しんどいものです。だからと言って、学校での教

育活動の中で、集団での活動を全て取り除くことはできません。 

人は成長の過程で、自分でどんなことがしんどいことなのかが分かること、自分にできないことが分

かることはとても重要なことです。中にはそのしんどい理由が分からなかったり、できないことを受け入れ

られなかったり、できない自分に負い目を感じたりし、行動や生活への不適応を起こしてしまうこともあ

ります。そうした状態を否定せず受容し、その子のそばで支え

られる学校、教員でありたいと思います。 

多くの人は、しんどいときやできないことがあると、それを乗

り越えよう、できるようになろうと努力します。そしてどうしてもで

きなかった場合はそれを受け入れようとします。小学生のこの

時期は、すべてが思う通りにならないことを少しずつ分かる、受

け入れる経験を積み重ねる時期とも言えます。自分自身を知

っていくことは大切な経験だと考えます。 

 
令和７年 10 月３１日  

瀬田南小学校便り 

 児童数  ７４８名  

 



6年生の感想より 

今日は待ちに待った運動会で、楽しみやらきん張やら不安やらでドキドキしていました。しかも小学校生

活最後なのと最高学年という肩書も背負っているのでかなりのプレッシャーもありましたが、私にとっては結

果は 100 点満点！自分の全力を出し切れました。不安だった旗、ブリッジも一番上手にできてうれしかった

です。来年からは中学生。どんなことをするか分からないけれど、どんな行動も全力でどんどん挑戦していけ

るようにがんばろうと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 瀬田南小学校創立 50 周年に寄せて  

昭和５１年５月、校歌選定委員会が開催され、まず、「広

報おおつ」に歌詞の公募がなされます。１７作品の公募があ

り審査・監修されます。同年７月には決定した歌詞を記載し

歌曲の公募を「広報おおつ」ですることになります。「明るく、元気があって子どもたちに

とっても覚えやすく歌いやすい節」として１０数名の方から曲やメロディーの公募があり、

決定したのが今の校歌です。  

写真は、昭和５１年運動会において、当時の教育長が作詞・作曲に選定された２名の方への表彰を行っ

ている様子です。  

さて、校内の掲示板に下の写真のようなポスターが掲示されています。みなさん、考えてみてください。  

 

 「学校教育評価」について（オンライン）  
 

毎年１１月に保護者の皆様を対象に「学校評価アンケート」を行っています。お子さんの日ごろの様

子等から、本校の教育を評価いただき、今後の本校の教育実践をよりよいものにしていこうとするため

のアンケートです。回答は、スマートフォン等によるオンライン形式での実施をします。改めてお知らせし

ますが、１１月７日～１１月１４日の期間に回答いただく予定です。をよろしくお願いします。 


